
分社化に伴う会社情報及び新たな体制は以下の通りです。

そこで我々は、evoltzを通じて工務店様ビルダー様の構造パート

ナーになることを役割とし、

「Be a partner in the structure」を企業理念としました。

株式会社evoltzのmissionは以下の通りです。

・制振の概念の構築

・革新的な制振装置の開発

・日本の住宅に幅広く普及

開発、製造、研究、販売、営業支援、構造計算、構造コンサルと

これまで以上の幅広いお役立ちを目指しております。

ｅｖｏｌｔｚ ニュースレター
株式会社 e v o l t z
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株式会社evoltz 静岡県浜松市中区高丘西2丁目3番6号 ☎ 053-522-7766 FAX 053-522-7866 E-mail：evoltz@chihiro.co.jp

「株式会社evoltz」設立のご案内

新製品 「evoltz B５」 のご案内

制振の技術として、エネルギー吸収量と俊敏性そして耐久性

を兼ね備えるのは至難の業ですが、それらを実現させたのが

この「evoltz B5」です。ご期待ください。

千博産業制振事業部は

10月4日付にて分社化され

「株式会社evoltz」としてスタート

いたします。弊社がこの制振事

業に着手した17年前は制振部

材の提供が主な役割でした。

しかし昨今では「制振」の普及

が進み、「制振」は耐震に寄添う

重要な「工法」になりつつあると

位置付けしております。

このたび弊社では開発期間約4年を経て新製品「evoltz B5」

を発表させて頂きます。

発売開始は2023年5月を予定しております。

開発コンセプトは以下の通りです。

「more power より力強く

stay agility 俊敏性はそのままに」

近年、住宅はより高耐震化、高気密、高断熱化が進んでいま

す。その結果、住宅自体の重量が増加し、地震エネルギーの

吸収や経年のダメージ抑制には今まで以上のエネルギー吸

収量が必要です。お施主様は住宅性能を長く維持される事を

望んでいらっしゃいます。そのご要望に応えるには弊社の特

許技術である「微小変形から効果を発揮する（バイリニア特

性）」をこれまで同様に発揮維持させて、躯体内部、金物を守

らなければなりません。

Wネームのロゴもリニューアルしました

◆会社情報

会社名：株式会社evoltz 代表取締役：渥美幸久

会社設立日：2022年10月4日 資本金：1億円

事業内容：制振装置の企画・開発、販売、木造建築の構造計算

及び構造面のサポート及びそれに付随する事業一式

◆本社/東海支店

静岡県浜松市中区高丘西二丁目3番6号

◆東日本支店

東京都千代田区丸の内一丁目8番2号 鉄鋼ビルディング 4階

◆西日本支店

大阪府大阪市北区梅田二丁目6番20号

パシフィックマークス西梅田4階



新人evoltzセールスエンジニアの紹介

比較動画ワイド版大好評振動体感コーナー常設のご提案

平屋の地震対策の誤解とは？

8月1日から弊社にまたニューパワーが加

わりました。硲史弥(ハザマフミヤ)です。

元甲子園球児、また、英語、フランス語も

堪能なトリリンガルです。

前職は再生エネルギー関係の業界に携

わっておりましたが縁があり、弊社の理念

に共感し入社する運びとなりました。

担当エリアは東海4県及び石川、福井の

各県です。

皆さまよろしくお願いします。

9月1日に、西日本支店を開設いたしました。

これにより西日本エリアのお客様には今まで以上にきめ細やかな

サービスをご提供できるようになりました。

西日本エリア(近畿・四国地方) 担当は楠木です。

お近くまでお越しの際は是非お立ち寄りください。

株式会社evoltz 西日本支店

〒530-0001大阪府大阪市北区梅田二丁目6番20号

パシフィックマークス西梅田4階

TEL06-7713-2553

西日本支店開設のご案内

先日公開したお施主様ご自宅の比較動画ですが、非常にご好評

をいただきました。

そこで、同じくご好評いただいたQOL資料と組み合わせてevoltz

採用ビルダー様のショールームで流していただけるワイド版の

動画を作成いたしました。下記QRコードからご覧ください。また、

データのご提供も承っております。ご要望の際には、本社マーケ

ティング担当：小林までご連絡ください。

E-mail：kobayashi@chihiro.co.jp

集客力アップや成約率アップにつながる振動体験コーナーを

常設することをご提案しております。

現在では月額定額レンタルタイプでのご提供も行っており、より

導入していただきやすくなりました。また価格、躯体の大きさ

イメージ、成功事例を記載したパンフレットが出来上がりました。

ご興味がございましたら、営業担当までお声掛けください。

「安全率」や建物の「変形する角度」

などのキーワードも出てきます。

ご覧いただければ平屋に対しての

認識が変わると思います。

先行して弊社WEBサイト(evolog)に

掲載いたしました。

是非ご一読ください。

体感コーナー常設ビルダー様
インタビュー集

動画へのリンク

ブログ記事へのリンク

近年、平屋を好まれるお施主様が増えています。

人気の理由としては下記の点が挙げられます。

①階段の上り下りが不要 ②掃除が簡単 ③地震に強そう

①、②は想像しやすいですが、③の地震に強そう、には少し

課題があります。

平屋は広々としたLDKを中心に南面に大開口、北面に壁面を

設ける傾向にあり、建物のバランスが崩れやすくもあります。

加えて屋根重量が増し、躯体や仕口にかかる負担も大きいので

す。そのため熊本地震では仕口の破断から平屋でも半壊、倒壊

しているのです。

つまり平屋の地震対策も2階建て、3階建て同様「耐震+制振」の

取組が重要です。平屋住宅で推奨したい地震対策を電子ブック

としてまとめました。「平屋は安心」というイメージに技術的な背

景も備えて頂きたいです。 熊本地震での平屋の被害状況


